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通告順 議席番号 議 員 名 ページ 

１ １９番 渡 邉 光 子 2 

２ １４番 山 中 敏 正 4 

３ ６番 岩 﨑 隆 志 6 

４ １８番 江 森 誠 一 8 

５ ２番 渡 邉 広 美 9 

６ １３番 浦 田   充 11 

７ ４番 砂 川 和 也 13 

８ １０番 細 谷 文 人 15 

９ ９番 近 本 あんな 16 

１０ １番 仲 又 清 美 17 

１１ １１番 糸 井 政 樹 19 

１２ ７番 榊   萌 美 21 

１３ １７番 にいつま  亮 23 

１４ ５番 北 村 あやこ 25 

１５ ８番 須 山 陽一朗 27 

１６ １５番 岡 野 千枝子 29 

１７ ３番 渡 辺 ま や 31 
 

質問方法は全議員とも複合式 

※ 複合式とは、１回目の質問及び答弁はまとめて行うが、２回目以降は 

１項目ごとに一問一答で行う。質問時間は答弁も含め１時間以内とする。 

（質問回数の制限なし） 
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１９番 渡邉 光子  

 

１．農業センター駐車場改修について 

これまでに街灯の設置、駐輪場前の新しく街灯が設置された箇所の雑草があ

る部分の縮小、農業センター玄関前階段に手すりの設置、農業センター玄関ま

でに行く車道の右側は低くなっているために玄関前を過ぎると下り坂であり、

右側の縁石確認に不安があり、この縁石確認のためにポール等の設置。現公道

から農業センター門までの急坂の改修等を一般質問をしてきました。一部街灯

の仮設は実現になりましたが、昨年１０月１２日の公道から駐車場へ入るため

の急坂での事故。また、１０月１７日の車で玄関前に進入した際の車道と歩道

の間の縁石に乗り上げ、車のタイヤがパンクした事故等これらを踏まえた農業

センター改善策が計画されているという答弁が１２月議会でありました。そこ

で伺います。 

(１) 上記述べた事柄を含み、全体的な改修を計画図を添付して説明を求め

ます。 

 

２．入学準備金貸付について 

連帯保証人は関東全域までの人ですが、貸付金返済が期限までに返済できず

長引いている借受人がいる。そこで伺います。 

(１) 現在の返済状況の表を添付して説明を伺います。 

(２) 保証人から現在は連帯保証人が必要ですが、返済遅延から連帯保証人

への請求の期間と、連帯保証人から回収の実績を伺います。 

 

３．朝日ビル管理会社に委託の駅西口トイレ清掃委託料３３，０００円について 

(１) 「１週間に１回の歩道清掃も含む」と説明だったように記憶する   

がトイレ清掃を含み清掃状況を伺います。 

(２) 委託料が３３，０００円で実際清掃する人の賃金はいくらになるので

しょうか。心配です。 

 

４．デマンドタクシーについて 

昨年１２月議会の他の議員の一般質問の中で「桶川市独自の移動手段として、

交通機関の利便性でタクシー利用も考えていきたい」と言う答弁があったよう

に記憶している。昨年の１２月議会一般質問でもしたように現状の駅西口のタ

クシー降車場のあり方では大変危険です。そこで伺います。 

(１) 「桶川市の安心安全課は度々相談に来るが、道路河川課は相談にきた
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ことはない、また、過去において指導したことはない」と言っています。

タクシープール内の構造改修については桶川市でできるようです。現在

の歩道とタクシープールを区切る花壇の取り壊しや、タクシープール内

の２つある小高い仕切りの取り壊し等も含めて、安全安心なタクシー乗

降所の改修に向けて、タクシー協会と相談しながら改修設計を計画した

らどうでしょうか伺います。 
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１４番 山中 敏正  

 

１．２０１９年の台風１９号の教訓を活かした地域防災計画について 

(１) 市民との情報共有について 

① 本部と避難所との情報共有について、伺います。 

② 道路冠水情報の提供について、伺います。 

③ 避難指示等の地域への周知方法について、伺います。 

④ 防災協定締結事業者との情報共有について、伺います。 

  （事業者一覧の資料を用意ください） 

⑤ 新たな情報共有方法について、伺います。 

(２) 避難所について 

① 開設のための職員の役割と訓練について、伺います。 

② 区長、民生委員、施設管理者の役割と訓練について、伺います。 

③ 市民の防災協定締結事業者の活用方法について、伺います。 

④ ペット同伴者への対応について、伺います。 

⑤ 新たな避難方法について、伺います。 

 

２．地域を守る自主防災組織について 

(１) 自主防災組織の状況について 

① 地域別の自主防災組織の設置数について、伺います。 

  （地域別の組織一覧を資料にて説明願います） 

② 自主防災組織への地域の方の加入状況について、伺います。 

③ 自主防災組織ごとの地区防災計画の策定状況について、伺います。 

(２) 自主防災組織と行政の連携状況について 

① 自主防災組織と行政の連携のあり方について、伺います。 

② 現在の自主防災組織と行政の役割分担について、伺います。 

③ 日常時における自主防災組織との関係づくりについて、伺います。 

(３) 自主防災組織と行政の情報共有化について 

① 改訂された地域防災計画の自主防災組織への説明状況について、

伺います。 

② 地域の危険箇所等の情報共有について、伺います。 

③ 災害時における行政から自主防災組織への情報伝達方法について、

伺います。 
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３． 子どもの目を守る対策について 

(１) 学校での眼科検診の状況について 

① 検診内容と検診結果の学校別の推移について、伺います。 

  （資料を基に説明願います） 

② 裸眼視力１．０未満の児童生徒の推移について、伺います。 

  （全国平均との比較資料を基に説明願います） 

③ 再検査が必要な子どもへの対応について、伺います。 

(２) 学校での子どもの視力低下の予防対策について 

① 学校現場での視力低下の要因について、伺います。 

② ＩＣＴ教育と目の健康の関係について、伺います。 

③ デジタル端末活用時の留意点について、伺います。 

④ 現在実施している予防対策について、伺います。 

(３) 子どもの目を守る取組について 

① 視力低下の要因について、伺います。 

② 家庭での生活習慣との関係について、伺います。 

③ 将来的にリスクとなる目の病気について、伺います。 

④ 当市における対策と取組について、伺います。 
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６番 岩﨑 隆志  

 

１．隣地の木の枝が越境して困っている市民の声について 

(１) 木の所有者に枝を切ってもらうよう催告したが、相当の期間内に切っ

てもらえない場合の相当期間とはどれくらいか伺う。 

(２) 越境された側が越境した側の方に言いづらい場合、桶川市が間に入っ

て交渉してくれるということでよいか伺う。 

(３) 越境した側の住民に体力的に、あるいは金銭面で余裕がなく、すぐに

は対応できない場合、越境された側が木を切ってもいいか伺う。 

(４) 越境した側の住民にお願いしてもなかなか切ってくれない場合、お隣

の枝を切るとき越境した側の住民の家の庭に入ってもいいのか伺う。 

(５) 越境した側の所有者がわからない場合や所有者が分かったけれどその

人がどこに住んでいるかわからない場合は、越境された側が木を切って

もよいか伺う。 

(６) 越境していなくても枯れ葉が散らかるとか、揺れると外壁を傷つける

とか、ガラスが割れる、虫が飛んでくるなどの危険性などある場合は、

越境された側が木を切ってもよいか伺う。 

(７) 業者に頼んだ場合の費用や切った枝の処分費用は越境した側に請求し

てもよいことになるが、払うのを拒否した場合や所有者がわからない場

合はどうするか伺う。 

(８) この法律は、行政の管轄である道路、公園、河川にも適用されるとい

うことだが、越境した枝などが、信号やカーブミラーの妨げになる事例

についても、今回の民法改正で解決できると思うが如何か。 

 

２．さまざまな農業政策を動員しても耕作放棄地が増えていく現状について 

(１) 地目が田畑で森林になってしまった土地の面積をパーセンテージで伺

う。 

(２) 耕作放棄地が増えており、土壌の劣化や雑草の繁茂、害虫や野生動物

の被害、景観の悪化、地域経済の衰退など、さまざまな問題が起こって

いますが、この問題をどう解決しますか。 

(３) 農業に従事する人が減ることを防ぐには、農業の収益性を高めること

や、農業の魅力を高めることが必要です。農業の収益性を高めるには、

生産コストを下げること、付加価値の高い農産物を生産することなどが

考えられます。しかし桶川市でもこれらの政策を行ってきましたが、農

業に従事する人が減ることを防ぐには至っておりません。次なる一手を
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考えねばならないと思いますが如何か。 

(４) 耕作放棄地を森林に戻すという考え方について市の見解を伺う。 

 

３．生活困窮者自立支援を受けることに抵抗感を持つ人へのかかわり方について 

(１) 生活困窮者自立支援制度のポスターやチラシを広く配布したり、イン

ターネットやＳＮＳなどを活用して情報発信支援の周知活動や啓発活動

を強化すること。これらに関し市はどのように強化してきたか伺う。 

(２) 相談窓口の設置場所や時間を拡充したり、電話やメールなどの相談手

段を多様化したりして支援のアクセシビリティを向上させること。これ

らに関し市はどのように強化してきたか伺う。 

(３) 支援者の人材養成研修を実施したり、支援者のネットワークを構築し

たりして支援の質を高めること。これらに関し市はどのように強化して

きたか伺う。 

(４) 支援の実施状況や成果を定期的に分析したり、支援の改善点や課題を

明らかにしたりして支援の効果を検証すること。これらに関し市はどの

ように強化してきたか伺う。 

 

４．べにばなＧＯ ７５歳割引高齢者証明カードの導入について 

(１) このようなご要望は何件くらいありますか。 

(２) 埼玉県内事例について 

(３) 「べにばなＧＯ ７５歳割引高齢者証明カード」の作成の可能性につ

いて 
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１８番 江森 誠一  

 

１．安心安全な街づくり 

(１) 交通安全施設整備について 

① 市道における路面標示の点検方法を伺う。 

② 年間の新規路面標示整備依頼件数と実績を伺う。 

③ 危険度の高い市道に「あっ！」「あっ危ない」の路面標示の設置

について伺う。 

④ スクールゾーン（７：３０～８：３０）の侵入車両に対する市の

対策を伺う。 

⑤ 冠水しやすい市道へ冠水センサーの設置について伺う。 

(２) 踏切道の安全対策について 

① 「長久保踏切、第六川越踏切、第一町谷踏切」へ点字ブロックの

設置について伺う。 

② 第六川越踏切の現況改修について伺う。 

 

２．住みよい都市基盤整備について 

(１) 新ごみ処理施設整備事業について 

① ごみ処理広域化協議会における現状の協議内容について伺う。 

② 令和６年度の事業計画について伺う。 

③ 一部事務組合の設立時期及び用地買収等の計画について伺う。 
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２番 渡邉 広美  

 

１．市民に寄り添った支援について 

(１) 「おくやみ窓口」について 

① 本市の「おくやみ窓口」開設の経緯について伺う。 

② 市民への周知方法と「お悔やみ」に関する申請書類の種類につい

て伺う。 

③ 利用者数等、利用者の現況について伺う。 

④ 「書かない窓口」の導入について伺う。 

 

２．浸水対策について 

(１) 目沢排水路の浸水対策について 

① 浸水対策の経緯について伺う。 

② 今後の整備計画について伺う。 

③ 地域住民への周知について伺う。 

 

３．「ことぶき広場（旧南小跡地）」の活用の現況と方向性について 

(１) 「ことぶき広場（旧南小跡地）」の使用について 

① 使用状況について伺う。 

（※過去１０年の使用状況がわかる資料希望） 

② 利用者からの要望事項について伺う。 

③ 健康増進のための健康遊具設置の方向性について伺う。 

(２) 現況の使用条件と活用の方向性について 

① 公共の空地利用の規則について伺う。 

② 東口駅前開発における「ことぶき広場」の方向性が決まるまでの

利活用について伺う。 

 

４．子どものプライバシーを守る支援について 

(１) 児童・生徒の学校における健康診断について 

① 小・中学校の健康診断の現状について伺う。 

（※学年別の健診内容・実施場所の資料希望） 

② 健診結果の通知方法について伺う。 

(２) 文部科学省（１月２２日付）から、「原則着衣で実施を」と、子ども

たちのプライバシーや心情に配慮するよう求めた通知について 

① 通知内容について伺う。 
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② 通知内容に沿った本市の方向性について伺う。 

 

５．ヤングケアラー支援について 

(１) ヤングケアラー支援の現況について 

① 本市の現況と支援体制について伺う。（※実態調査の資料希望） 

② 学校、行政、民生児童委員等、地域の連携について伺う。 

(２) ヤングケアラー支援の今後の課題と方向性について 

① 支援体制について伺う。 

② 学校、行政、民生児童委員等、地域の連携について伺う。 
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１３番 浦田 充  

 

１．環境にやさしく快適な学校整備を 

(１) 普通教室のエアコン使用について 

① 学習に適した室温の範囲を伺う。 

② 各学校のエアコン使用基準（使用時期や設定温度など詳細）を伺

う。（資料配付） 

③ ②に基づく、エアコンの活用で、①の室温を維持できているのか、

各学校の状況を伺う。 

④ 断熱改修の必要性についての本市の見解を伺う。 

(２) 体育館のエアコン整備に伴う断熱改修について 

① 各校の断熱改修の内容を伺う。（資料配付） 

② 改修内容はどのような基準で決定しているのか。 

 

２．昨年の市議会議員選挙の結果について 

(１) 投票率について 

① 坂田・加納地区において、期日前投票率が著しく低い要因は何か。 

② 駅東側地区への期日前投票所設置に向けて、徹底的に努力すべき

ではないか。 

 

３．誰もが安心して使える自治会の集会所整備について 

(１) バリアフリー化の状況について 

① バリアフリー法令上の基準を満たしている集会所の数、割合を伺

う。（資料配付） 

② ２階建て以上の集会所で、足の不自由な方や車椅子使用者に対し、

どのような対応がとられているか。 

③ ②の方々について、本市として、どのような配慮が必要と考えて

いるのか。 

(２) 耐震性について 

① 新耐震基準を満たしている集会所の数、割合を伺う。（資料配付） 

② ①の状況に対する本市の見解を伺う。 

(３) バリアフリー化、耐震改修に対する補助金について 

① 集会所の改修に対して交付される補助金の名称、内容、補助率を

伺う。（資料配付） 

② どのようなバリアフリー改修や耐震改修が補助の対象か。 
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③ ①の補助金は、エレベーターや階段昇降機の購入、設置に使える

のか。 

④ バリアフリー改修や耐震改修に対し、補助金を拡充すべきではな

いか。 

 

４．駅のバリアフリー化について 

(１) バリアフリー化改修について 

① 県内で、過去１５年程度にペデストリアンデッキにエレベーター

を増設した場所を伺う。 

② 県内で、過去１５年程度にペデストリアンデッキに屋根を整備し

た場所を伺う。 

③ 駅西口へのエスカレーター設置及び東口へのエスカレーター増設

による昇降双方運転の実現は、いつになるのか伺う。 
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４番 砂川 和也  

 

１．地域文化を後生につなぐために 

(１) 地域文化の状況について 

① コロナ前までの地域活動状況とコロナ後の地域活動の変化につい

て教えて下さい。 

(２) 地域の民俗芸能について 

① 指定要件と補助状況は、どのようになっていますか。 

② 指定件数の推移と継承状況は、どのようになっていますか。 

(３) 後生につなぐ取組について 

① 地域文化のデジタル資料化の状況と活用についてどのように考え

ていますか。 

② リニューアルした歴史民俗資料館を活かした取組を伺います。 

③ 社会環境が変化していくなかで、現代の生活様式に合った地域文

化の育成について、どのように考えていますか。 

 

２．自分でできる健康管理について 

(１) 身近な健康管理について 

① 自ら行う健康管理の効果についてどのように考えていますか。 

② 各世代へのアプローチと動機付けは、どのように行っていますか。 

③ 市が行ってきた動機付けの効果と検証結果は、どのようになって

いますか。 

(２) 個人の健康データの活用について 

① 特定健診や検診データを活用した取組を教えて下さい。 

② 継続的なデータ管理を行うことでの効果は、どのように考えてい

ますか。 

③ マイナ保険証後のデータ活用の可能性についてどのように考えて

いますか。 

(３) 健康アプリの活用について 

① アプリを活用したヘルスプロモーションは、どのように考えてい

ますか。 

② 市内での健康アプリの利用実態は、どのようになっていますか。 

③ 市内で健康アプリを普及促進することについて見解を伺います。 
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３．市民活動をサポートする取組について 

(１) 活動団体の状況について 

① 近年の活動団体数の推移とその要因について教えて下さい。 

② 市民活動サポートセンターの稼働状況と実績について教えて下さ

い。 

③ 活動が盛んな団体の特徴や要因があれば教えて下さい。 

(２) 市民活動サポートセンターについて 

① 活動団体等からの相談状況と相談体制は、どのようになっていま

すか。 

② 新たな活動団体の育成状況と団体育成の効果について教えて下さ

い。 

(３) 協働の目指す方向性について 

① 協働提案事業の実績と申込状況の推移についてどのようになって

いますか。 

② 市が目指す協働提案事業の役割と効果は、どのように考えていま

すか。 

③ 近年の申込状況から考える協働提案事業の見直しについて伺いま

す。 
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１０番 細谷 文人  

 

１．大地震への対策について 市民の安全を第一に考え 

(１) 耐震について 

① １９８１年耐震基準を満たしていない住宅は本市では現在何％あ

りますか。 

② 耐震改修の促進に向けての課題はありますか。あればそれはどう

いうことですか。 

③ 耐震改修として、壁に合板を貼る方法があると聞きますが、本市

においても検討していますか。 

④ 本市の橋梁の耐震化率は何％ですか。 

⑤ その橋梁は震度いくつに対応できていますか。 

⑥ 今後の橋梁耐震の方針をお聞かせください。 

⑦ 建設年次が不明な橋梁があると聞きましたが、建設年次が不明な

橋梁はいくつありますか。 

⑧ 建設年次が不明な橋梁について、耐震改修を施していますか。 

(２) 避難所について 

① 介助が必要な高齢者の方、障がい者の方、ペット同伴の方、コロ

ナなどの感染症に罹患している方、の避難について。計画に沿って訓

練を行って見えた課題はどのようなことが挙げられますか。 

② 避難所となる小・中学校について、体育館だけでなく教室も避難

場所として活用することを検討していますか。 

③ 本市の車中避難者への支援は具体的にどのようなものがあります

か。 

④ 車の中での避難生活で生じる可能性が高いエコノミークラス症候

群への市の対策は。 

(３) ブラックアウト対策について 

① ブラックアウト時、どのような対応をとりますか。 

② ブラックアウトを想定した夜間訓練など実施する計画はあります

か。 

(４) 防災無線について 

① 一部の自治体では、防災行政無線で放送した緊急情報を電話やＦ

ＡＸに代えて伝えるサービスを実施していますが、本市では実施する

計画はありますか。 

② 防災無線設備自体への耐震補強などは施されていますか。 
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９番 近本 あんな  

 

１．災害時でも安心安全に 

(１) 防災訓練について 

① 開催時期と実施内容、開催場所の選定方法 

② 防災訓練を行う意義について伺う。 

(２) 弾道ミサイル落下時の避難行動について市の見解を伺う。 

(３) 飲料水、および生活水の確保量について 

① 市内にある使用可能な井戸数 

(４) 避難所運営ガイドラインについて、市の見解を伺う。 

 

２．性犯罪の早期発見と未然防止 

(１) 子どもへの性犯罪防止の取組について 

① 未就学児への性犯罪防止 

② 小中学生への性犯罪防止 

(２) 小中学生への性教育の取組について 

 

３．安心安全に学校生活を送るために 

(１) 今の学区が定められた根拠 

(２) 中学校での自転車通学のルールと根拠について（資料希望） 

(３) 小学校１～２年生での欠席者数 

① 年間３０日以上欠席する不登校児童の数 

② 病気を理由として年間３０日以上欠席する児童の数 

(４) スタートカリキュラムについて（資料希望） 

 

４．不適切な指導、保育をさせない 

(１) 教員からの不適切な指導について市の見解を伺う。 

(２) 保育士からの不適切な保育について市の見解を伺う。 

① 不適切保育の通報件数と虐待認定された件数 

② 保育士の配置数について 

 

５．活動的でいられる街へ 

(１) ユニバーサルシートの今後の設置予定について 
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１番 仲又 清美  

 

１．トイレトレーラー導入の方向性について 

(１) 災害対策について 

① 能登半島地方地震におけるトイレトレーラーの活躍について伺う。 

② 令和５年９月議会の一般質問で、「トイレトレーラー等、最新の

防災備品の導入の方向性について」質問したが、その後の本市の調査

研究について伺う。 

(２) 災害対策以外のトイレトレーラーの活用の方向性について 

① 災害以外で想定できるトイレトレーラーの活用について本市の考

えを伺う。 

② トイレトレーラーを導入することで、どのような効果が想定でき

るか伺う。 

 

２．女性の視点の防災対策について 

(１) 防災・災害対策に関係する女性の活躍について 

① 女性職員の活躍の現況について伺う。 

② 自主防災会の女性の活躍の現況について伺う。 

③ 消防団の女性の活躍の現況について伺う。 

④ 防災会議の女性の活躍の現況について伺う。 

⑤ 市民活動団体等の女性の活躍の現況について伺う。 

(２) 女性の視点の防災備蓄について 

① 女性や妊産婦用品の備蓄の現況について 

② 乳幼児用品の備蓄の現況について 

 

３．子宮頸がん予防について 

(１) 「ＨＰＶワクチン」接種の再開について 

① 積極的勧奨を停止した期間中において、接種の機会を逃した対象

者について伺う。 

  ア．キャッチアップ接種対象年齢について 

  イ．キャッチアップ接種の時限措置期間について 

② 積極的接種勧奨を停止する前の接種状況と再開後の接種状況につ

いて伺う。 

  ア．積極的接種勧奨を停止する前の接種状況について 

  イ．再開後の正規の接種対象者の接種状況について 
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  ウ．時限措置期間中のキャッチアップ接種対象者の接種状況につ

いて 

   （※②について、比較がわかる資料希望） 

(２) 「ＨＰＶワクチン」接種の周知について 

① 周知方法について伺う。 

② 正規の定期接種対象者は、現小６から高１であるが、学校教育に

おける周知や知識を得る方法について伺う。 

 

４．子どもを、性被害から守ることについて 

(１) 学校教育における、生命（いのち）の安全教育・指導の手引きについ

て 

① 文部科学省と内閣府が連携し、有識者の意見も踏まえ、生命（い

のち）の安全教育のための教材、及び、指導の手引きの内容について

伺う。（※教材等の資料希望） 

② 本市の活用状況について伺う。 

(２) 子どもを、性被害者、加害者にしない対策について 

① 愛知県警等が開発したアプリ、「コドマモ」について伺う。 

② 子どもを被害者にも、加害者にもさせないため、学校配布の学習

用タブレット端末に「コドマモ」アプリを、インストールして活用す

る方向性について伺う。 
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１１番 糸井 政樹  

 

１．大災害から市民の命・安心・安全を守ることについて 

平成は「災害と共に歩んできた時代」と言われます。阪神大震災や東日本大

震災等、震度７の震災が相次ぎ、さらに台風や豪雨による風水害、土砂災害も

多発しました。そのような中、年が明けた元旦の夕、風光明媚な石川県能登地

方にまたも大震災が発生してしまいました。令和も「災害の時代」なのでしょ

うか。平成の教訓を防災に生かすため何点か質問をいたします。 

(１) 今まで当市が行ってきた防災訓練のコンセプト・内容について、今の

時代に即しているものなのか伺います。 

(２) 大災害が発生すると必ず出る言葉は「想定外」または「防災力を超え

た」とあります。頻発する大災害に教訓は生かされているのか、当市の

考えを伺います。 

(３) 今回の被災地の中でも、石川県珠洲市狼煙町は津波の到達等があった

にも関わらず、地区の自作支援名簿作成や独自の避難訓練の成果で地区

内の犠牲者が出なかった。当市でも地形や環境に合った防災施策を早急

に計画する必要があると考えますが、見解を伺います。 

(４) 市内自治会・自主防との連携は重大であると考えます。今後の取組に

ついて伺います。 

  

２．道の駅おけがわの運営について 

(１) 道の駅に関連して交流人口の増加、観光振興に向け、道の駅での夜間

利用や車中泊等はどのように考えていますか。 

(２) トラック２０２４年問題が叫ばれていますが、トラックの駐車スペー

スの状況とトラックでの夜間駐車等のルールについて伺います。 

(３) ＴＴＣの管理する他の道の駅を調べると、その自治体のふるさと納税

を任せているケースが見受けられます。当市ではどのような計画である

のか伺います。 

 

３．当市のスポーツイベント、文化イベント開催の未来について 

(１) 当市で年間開催されているスポーツイベントや祭など、名称、内容、

規模（参加者数）等を教えてください。 

(２) 桶川市紅花マラソンの推移を教えてください。（第１回開催からやめ

るまでの） 

(３) 市民体育祭についても同様に教えてください。 
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(４) イベント開催に不可欠な総合グラウンド整備について伺います。 
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７番 榊 萌美  

 

１．桶川の魅力発信について 

(１) シティプロモーションについて 

① 市が考える桶川市の魅力について伺います。 

② 桶川市の基本的な考えについて伺います。 

③ これまでの取組について伺います。 

(２) ＳＮＳを活用した情報発信について 

① 市が発信している情報について伺います。 

② 市が活用しているＳＮＳの種類と役割について伺います。 

③ それぞれのＳＮＳの効果について伺います。 

(３) 市民による情報発信について 

① 市民による情報発信状況について伺います。 

② 市が発信してほしい情報について伺います。 

③ 市民が行う情報発信の重要性・必要性について伺います。 

 

２．地域を支える若年層のチカラについて 

(１) 地域への参画状況について 

① 自治会活動について伺います。 

② 防災活動について伺います。 

③ 防犯活動について伺います。 

(２) 若年層への活動のサポートについて 

① 地域活動の相談場所、周知方法について伺います。 

② 市民活動サポートセンターへの相談状況について伺います。 

（相談内容、件数をお願いします） 

③ 地域での活動の場づくりについて伺います。 

(３) 若年層のチカラをまちのチカラへ変えるために 

① 学生時代からの地域との関係づくりについて伺います。 

② 若年層のチカラに対する期待について伺います。 

③ 若年層の声の反映について伺います。 

 

３．街の明かりの効果について 

(１) 街の治安について 

① 刑法犯の認知件数について伺います。（３年間の推移を資料でご

用意下さい） 
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② 不審者情報の件数について伺います。（３年間の推移を資料でご

用意下さい） 

(２) 地域での活動について 

① 見守り活動について伺います。 

② 防犯活動について伺います。 

(３) 明るい街づくりについて 

① 防犯灯、道路照明灯の役割と効果について伺います。 

② 道路照明灯等のＬＥＤ化の状況について伺います。（地域ごとの

資料をご用意下さい） 
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１７番 にいつま 亮  

 

１．市民の幸福感について 

(１) ウェルビーイング（Ｗｅｌｌ—Ｂｅｉｎｇ）について 

① ウェルビーイングとは、市の見解を伺う。 

② ウェルビーイングの概念が注目されている背景について伺う。 

③ 心豊かな暮らし（Ｗｅｌｌ—Ｂｅｉｎｇ）はどのように実現され、

向上されるか伺う。 

(２) ウェルビーイング指標について 

① ウェルビーイング指標とは、市の見解を伺う。 

② 本市のウェルビーイング指標はデータとしてあるのか伺う。 

 ※あれば資料の提出を願います。 

(３) 市民の幸福感を高める取組について 

① ウェルビーイングの向上に向けた各自治体の取組について伺う。 

② 本市ではウェルビーイングの概念を政策に活かす考えはあるか伺

う。 

 

２．健幸なまちづくりについて 

(１) 健幸について 

① 健幸とは、市の見解を伺う。 

② 健幸の概念が注目されている背景について伺う。 

③ 健幸とはどのように実現され、向上されるか伺う。 

(２) 健康まちづくりについて 

① 健康まちづくりとは、市の見解を伺う。 

② 健康まちづくりに必要な施策と市の取組、効果について伺う。 

 

３．少子化と公立校（小学校・中学校）の在り方について 

(１) 公立校の意義について 

① 公立校と私立校の違いと特性について伺う。 

② 義務教育９年間の構想について伺う。 

(２) 公立校の現状について 

① 小学校、中学校の児童数、生徒数の推移について伺う。 

② 小学校、中学校への進学率の推移について伺う。 

 ※①②ともに過去５年の資料の提出を願います。 
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(３) 公立校の取組について 

① 公立校の魅力化、魅力発信について伺う。 

② 児童・生徒が自発的に学ぶ環境について伺う。 

(４) 公立校の今後について 

① 学校選択制の導入について、市の見解を伺う。 

② 学校の統廃合について、市の見解を伺う。 

③ 小中一貫校について、市の見解を伺う。 

④ 特色ある学校経営戦略の策定について、市の見解を伺う。 

※スポーツ、芸術、外国語教育など、各校が特色ある学校経営をして

いくこと。 
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５番 北村 あやこ  

 

１．狭隘道路の整備について 

(１) 一団地に接続する狭隘道路の改善を 

① 市内の市街地区域、市街化調整区域で、住宅開発をした一団地で、

道路が未整備場所は何か所で費用の概算を。（資料一覧表で説明） 

② 予算の優先順位の基準を明確にすべき。 

③ 年間予算をどう確保しているのか。 

(２) 狐塚団地の狭隘道路改善の見通し 

① 所有者から改善の協力の意思があると聞くが、その必要性と市の

対応を伺う。 

 

２．建築工事と設計変更のあり方 

(１) 生涯学習センター工事 

① 昨年９月議会で設計変更の議会議決が実施されたが、機械設備工

事は議決時の契約通りに完成されたのか。 

② 契約以後、設計変更があった場合、契約内容も財産も変わること

になるが、金額の増減がなければ、議会の議決や説明は不要なのか。 

③ 浄化槽工事は設計変更されているが、その記録や工事費の算定が

ないのはなぜか。 

④ この問題は、今後どう生かされるのか。再発防止は。 

(２) 工事監理者と監督員 

① 役割と責務は何で、その違いは何か、根拠法令を資料配付し、説

明を求める。 

② 二重の役割の重要性をどう認識しているか。 

③ 飛行学校の工事監理のいい加減さは、群を抜いているが、工事請

負約款総則第１条５号の書面主義（資料配付）はなぜ徹底されなかっ

たのか。 

 

３．工事検査室の充実の進展状況 

(１) 工事材料検査 

① 工事材料の検査は、なぜ必要なのか。 

② 約款１３条２項では監督員が材料を指定するようになっているが、

実施しているか。確認はどのようにしているか。 

③ 飛行学校のように材種、厚さを含めた寸法等の間違いは検査室で
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は見抜けない。再発防止策は庁内で、どう検討し、実施されたのか。 

④ マニュアルの作成を早急に求める。 

 

４．飛行学校問題、約束の後始末を 

(１) 前議会答弁、ものつくり大学の回答を尊重するという意図の真意を伺

う。（回答は資料配付） 

① 昭和１８年当時に復元されていると、回答にあるが、設計時、竣

工時で異なる部材、工法となったものは何で、市が把握し、協議した

ものは何か、一覧表で提出願いたい。 

② 金額変更の生じたものは、必ず協議をしたとあるが、異なる部材

（貧弱になった物）の金額の協議はしていない。虚偽の回答について、

市の対応を求める。 

③ 事務手続きの不備とは何を指すのか。 

(２) 文化財の価値が飛躍的に増大した、に対する見解 

① 文化財としての価値とは何か。 

② 米松は、戦時中の文化にどう影響を与えたのか、教育委員会の答

弁を求める。 

(３) 責任の取り方 

① 兵舎棟だけでなく、全ての部材の竣工図と納品、設計と異なる部

材は各棟いくつあるか、そのうち、規格が劣っているものはいくつか。 

② 竣工図の修正はどこまで実施されたか。 

③ 施工者、発注者、工事監理者がそれぞれ対等な関係になっていな

い。発注者としての責任と反省を市長に伺う。（これまでの言い訳は

聞き飽きているので、前向きな答弁を簡潔に） 

④ 金額の増減を含めた調査報告をまとめて公表していただきたい。 
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８番 須山 陽一朗  

 

１．ＬＧＢＴ理解増進法の成立を受けての本市における対応について 

(１) 法成立に至った経緯について 

① 法の趣旨について、伺う。 

② 海外の状況について、伺う。 

③ 法成立までの経緯から伺える課題について、伺う。 

(２) 自治体での対応について 

① 県内での取組状況について、伺う。 

② 桶川市での取組状況について、伺う。 

(３) 学校における対応について 

① 教職員への指導について、伺う。 

② 児童へのＬＧＢＴ教育について、伺う。 

③ 児童への性教育へ与える影響について、伺う。 

 

２．市民が農業に親しむ機会の創出について 

(１) 市内農地の状況について 

① 農地面積について、伺う。 

② 利用状況について、伺う。 

（過去５年間の推移を資料にてお願いします） 

(２) 市民の農地の活用状況について 

① 市民農園・貸農園の利用状況について、伺う。 

② 上記利用者の市内在住者の割合について、伺う。 

③ 家庭菜園等への貸借実績の有無について、伺う。 

(３) 食育としての農地利用の可能性について 

① 学校での農業体験等の取組状況について、伺う。 

② 子育て世代への農地貸し出し方法について、伺う。 

 

３．公立小中学校の教科書について 

(１) 採択の方法について 

① 採択される教科書の基準について、伺う。 

② 選定方法について、伺う。 

③ 保護者等の参画について、伺う。 

(２) 採択の流れについて 

① 採択までの手順について、伺う。 
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② 桶川市での採択スケジュールについて、伺う。 

(３) 採択結果について 

① 採択結果の公表について、伺う。 
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１５番 岡野 千枝子  

 

１．子供の居場所について 

(１) 放課後児童クラブについて 

① 定員数と待機児童数の推移について伺う。（資料） 

② 民営放課後児童クラブの状況について伺う。 

③ 今後の見通しについて伺う。 

(２) ファミリーサポートセンターについて 

① 依頼会員、協力会員の会員数の推移について伺う。（資料） 

② 利用状況の推移について伺う。（資料） 

③ マッチング等、利用上の課題について伺う。 

(３) 放課後子供教室について 

① 利用者数の推移について伺う。（資料） 

② サポート会員の推移について伺う。（資料） 

③ 夏休みの開催について伺う。 

④ 上尾市、北本市、鴻巣市の状況を伺う。 

(４) 児童館について 

① 年代別の利用者数の推移について伺う。（資料） 

② 今後の児童館のあり方について伺う。 

③ 西口の児童館の整備の方向性について伺う。 

(５) その他、公共施設の利用状況について伺う。 

① 公民館について伺う。 

② 坂田コミュニティセンターについて伺う。 

③ 体育施設について伺う。 

(６) 放課後の過ごし方について 

① 相談窓口について伺う。 

② 学校との連携について伺う。 

③ 必要なサポートについて伺う。 

 

２．駅西口周辺のまちづくりについて 

(１) 現在の形となった経緯について伺う。 

① 駅西口ロータリーの計画となった経緯を伺う。 

(２) 駅西口周辺の道路環境等の変化について 

① 若宮泉線について伺う。 

② 県道滝の宮線について伺う。 
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③ 富士見通り線について伺う。 

④ 道路整備による駅西口の変化について伺う。 

(３) 第六川越踏切について 

① 利用状況と利用者の声を伺う。 

② これまでの取組について伺う。 

③ 改良の方向性について伺う。 

(４) 今後の駅西口周辺の目指す形について 

① 駅東口整備との関係について伺う。 

② 利便性の良い道路形態について伺う。 

③ 歩道空間の確保について伺う。 
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３番 渡辺 まや  

 

１．子育てしやすい桶川市について 

(１) 妊婦健診について 

① 本市の令和４、５年度の妊娠の届出の申請者数を教えてください。 

② 本市の妊婦健康診査の受診率について教えてください。 

③ 低所得の妊婦に対する初回産科受診料の助成について現在までの

申請者数を教えてください。 

④ 多胎妊娠の方へはどのような支援を行なっていますか。 

⑤ 本市に産婦人科が誘致できるまでに、市外の産婦人科に通う妊婦

さんに対して、交通面での支援は考えていますか。 

(２) 市役所内の環境について 

① 乳幼児と一緒に来所した際の保護者や子どもへのサポートや設備

について教えてください。 

② 参考にしたい他の自治体の先進事例はありますか。 

 

２．新型コロナウイルスワクチンについて 

(１) 本市の乳幼児（生後６ヶ月〜４歳）の接種開始から現在までの１回目、

２回目、３回目の接種者数を教えてください。 

(２) 本市の小児（５歳〜１２歳）の接種開始から現在までの１回目、２回

目の接種者数を教えてください。 

(３) １２歳以上の方の１回目、２回目の現在までの接種者数を教えてくだ

さい。 

(４) 本市の乳幼児、小児、１２歳以上の方のそれぞれの令和５年秋開始の

ワクチン接種状況を教えてください。 

(５) コロナワクチン接種が開始されてからのワクチン接種後の症状や後遺

症に関しての相談件数及び相談内容を教えてください。 

(６) 令和５年度秋開始接種のワクチンの説明書に関して、国からの提供が

遅かったため接種券に同封できなかったとのことですが、その対応につ

いて教えてください。 

 

３．公共交通機関の利便性について 

(１) 市内循環バスについて 

① ルート改定後の市内循環バスの年間利用者数を教えてください。 

② 全系統でキャッシュレスを導入する予定はありますか。 
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③ ２０２４年問題と運転手の人手不足に関して、今後考えられる運

行への影響と対策を教えてください。 

④ 自動運転バスの導入の可能性について教えてください。 


